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鹿
島
郡
七
尾
町
地
震
と
同
時
に
北
西
方
よ
り
自
動
車
の
如
き
菅
を
聞

く
、
犬
手
町
附
近
に
て
は
「
ド
ン
」
・
と
一
見
回
し
た
る
如
し
、
町
内
の
石
燈
箆

殆
ん
い
と
顛
倒
す
。
地
震
後
井
水
増
加
し
赤
土
色
に
濁
り
又
は
所
に
よ
り
白

濁
す
。
地
震
後
路
面
の
亀
裂
或
は
軒
下
上
り
湧
水
し
一
時
間
乃
至
四
時
聞

に
て
渇
む
、
被
害
多
き
所
は
海
岸
又
は
海
岸
に
近
き
所
た
り
。

三
島
町
酒
屋
の
煉
瓦
迭
問
角
高
さ
約
十
五
米
の
煙
突
、
頚
部
約
三
分

の
一
の
庭
よ
り
破
損
し
西
方
に
落
下
す
。
土
裁
の
基
礎
三
十
糎
位
西
に
移

動
し
、
西
に
傾
斜
し
壁
全
部
股
落
せ
る
も
の
あ
り
、
家
屋
西
に
傾
斜
し
壁

に
趨
裂
あ
り
所
々
段
落
せ
る
部
分
あ
り
、
家
屋
の
柱
僅
か
移
動
せ
る
も
の

あ
り
d

大
仰
銅
像
の
庭
の
石
燈
箆
南
々
西
に
顛
倒
す
。
.

米
町
軒
下
よ
り
地
震
後
三
.
四
時
間
位
湧
水
し
た
る
所
b
り
、
家
屋

西
に
僅
か
移
動
し
傾
斜
せ
る
も
の
あ
り
、
土
蔵
傾
斜
し
壁
所
々
に
段
落
せ

る
も
の
あ
り
d

官
同
町

西
宮
榊
一
位
の
石
燈
箆
顛
倒
せ
る
も
方
向
不
明
な
り
。

輪

候

所

鴨
居
の
股
落
せ
る
所
あ
り
、
地
震
と
同
時
に
「
ド
ン
」
ル
」
言

ふ
一
首
を
聞
く
、
鈴
震
の
際
も
同
様
の
一
音
し
た
る
如
し
。

一
本
杉
町
ウ
イ
ン
ド
ウ
硝
子
破
損
せ
る
所
数
ケ
所
あ
り
、
家
屋
の
壁

大
手
町

島

d
u
H
J
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檎
物
町

一
部
分
脆
溶
せ
石
所
・
る
は
v
.

金
庫
三
糎
位
北
に
移
動
す
0
・

壁
に
亀
裂
あ
り
、
地
震
後
井
水
増
加
し
白
濁
す
、
床
の
問
。

置
物
等
倒
る
。

小
丸
山
公
園

日
蓮
上
人
の
銅
像
礎
石
共
に
高
さ
約
ナ
米
、
礎
石
は
共

依
な
れ
ど
も
銅
像
の
足
部
土
り
折
れ
て
北
々
東
に
顛
倒
す
、
石
燈
能
は
倒

れ
や
。矢

田
郷
村
古
府
、
土
裁
の
壁
股
落
せ
る
も
の
五
、
六
棟
あ
り
。
矢
田

新
、
道
路
に
短
裂
あ
り
、
方
向
は
北
!
南
に
し
て
道
路
に
直
角
た
り
、
亀

裂
よ
り
一
時
間
位
湧
水
す
。
一
部
分
地
盤
低
下
し
、
盤
上
下
に
約
=
一
粧
喰

逮
へ
り
。
柱
傾
き
戸
障
子
外
方
に
替
曲
す
。

徳
田
村
飯
川
、
徳
間
際
問
道
路
側
に
あ
る
紳
一
位
(
吐
名
不
明
)
の
烏

居
(
御
影
石
に
し
て
可
た
り
古
い
)
の
頭
部
横
石
北
に
七
、
八
粧
移
動
せ
る

も
落
下
せ
中
、
石
燈
箆
二
個
共
に
顛
倒
す
、
方
向
は
北
及
び
北
西
た
り
一
υ

白
馬
紳
祉
の
忠
魂
碑
北
西
に
顛
倒
す
、
家
屋
壁
に
亀
裂
あ
り
、
時
計
止
る
。

白
馬
、
池
崎
間
道
路
に
亀
裂
あ
り
、
道
路
に
平
行
し
て
北
々
東
よ
り
南
々

西
の
も
の
道
路
に
直
角
に
し
て
東
よ
り
西
の
も
の
と
あ
り
。
二
十
九
日
、

石
燈
能
等
倒
れ
た
る
を
見
宇
。

越
路
村

二
宮
‘
地
震
と
同
時
に
自
動
車
の
如
き
一
育
あ
り
、
地
震
後
井

水
土
色
に
濁
り
翌
朝
に
至
る
も
澄
ま
宇
、
水
量
の
餐
化
は
不
明
た
り
、
壁

骨

O
ムハ

に
鐙
裂
な
じ
、
捌
の
物
館
倒
れ
た
る
所
も
あ
り
し
が
時
計
止
ら
4
1
D

石
動

山
に
一
過
や
る
道
路
に
石
の
落
下
せ
る
所
・
あ
り
。
在
江
、
忠
魂
碑
東
に
顛
倒

せ
り
、
時
計
止
り
、
棚
の
物
館
落
下
す
、
硝
子
戸
破
損
せ
る
所
あ
り
。

瀧
尾
村
井
問
、
時
計
殆
ん
ど
止
ら
子
、
棚
の
物
落
ち
た
る
所
も
あ
り
。

井
水
愛
化
た
し
、
地
震
主
同
時
に
雷
の
如
く
「
ゴ

l
」
左
一
音
あ
り
、
方
向

不
明
》
能
登
島
(
七
尾
警
察
署
調
査
)
所
々
の
崖
小
崩
壊
を
な
し
、
傷
者
を
出

せ
り
。

小
島
、
小
亀
裂
あ
り
、
石
像
顛
倒
せ
る
も
方
向
不
明
た
り
、

J
寸
院
の
大
き
た
石
燈
箆
数
個
は
硝
子
一
枚
外
れ
た
る
の
み
に
し
て
何
等
礎

化
を
見
、
予
c

松
百
、
銭
橋
の
橋
柱
約
十
五
糖
沈
下
せ
る
も
列
車
運
轄
せ

り
。
小
島
、
悶
鶴
演
閉
鎖
道
の
念
カ

1
プ
の
仰
所
レ

l
ル
僅
か
屑
曲
、
移

動
し
た
る
も
間
も
な
く
復
奮
し
列
車
運
轄
せ
り
。

西
湊
村

石
崎
村
土
蔵
北
に
傾
斜
し
壁
の
股
落
せ
る
も
の
あ
り
、
海
岸
近
く
の

道
路
或
は
畑
に
北
西
1

南
東
に
骨
粗
裂
数
候
あ
り
、
何
れ
も
海
岸
に
平
行
た

り
。
墓
石
殆
ん
ど
顛
倒
す
、
八
幡
神
社
の
石
燈
龍
二
個
共
頚
部
落
下
せ
る

も
方
向
不
明
な
り
、
石
烏
居
(
御
影
石
に
し
て
新
し
)
の
中
央
の
横
石
落

t

下
し
て
破
損
せ
り
、
鳥
居
は
北
西

l
南
東
線
上
に
建
て
る
も
の
に
し
て
北

西
側
の
柱
石
の
基
部
に
績
に
割
目
あ
る
も
倒
れ
や
。
後
方
(
西
)
の
崖
崩



壊
し
た
り
。
イ
ソ
ラ
イ
ト
工
場
の
奮
原
料
採
取
場
の
崖
崩
壊
せ
り
、
又
同

工
場
の
直
後
の
採
取
場
の
坑
口
崩
壊
し
、
死
者
重
軽
傷
者
を
出
せ
り
リ

端
村
和
倉
、
家
屋
の
柱
約
十
糎
移
動
せ
る
も
わ
あ
り
、
温
泉
の
導
管

破
損
し
、
湯
道
路
に
噴
出
す
。
壁
に
亀
裂
を
生
じ
尾
根
一
部
分
破
損
す
、

地
震
前
湯
に
何
等
礎
化
た
き
も
地
震
後
湯
量
増
加
し
問
も
た
く
以
前
の
如

く
た
る
、
井
水
濁
る
ο

戸
障
子
外
れ
た
る
所
あ
り
、
開
き
扉
の
硝
子
会
部

南
側
に
落
下
す
、
石
燈
箆
顛
倒
せ
り
、
方
向
は
西
北
西
に
二
側
、
南
に
二

個
あ
り
。
奥
原
、
土
販
の
柏
ゃ
れ
た
る
も
の
あ
り
、
壁
少
し
破
損
せ
り
、

脇
道
上
に
南
方
の
小
屋
よ
り
二
抱
位
の
石
落
下
せ
り
。
舟
尾
、
石
碑
南
々

回
に
顛
倒
せ
る
も
の
あ
り
。
同
鶴
演
、
，
家
屋
西
方
に
傾
斜
し
た
る
も
の
多

し
、
戸
障
子
外
れ
壁
の
股
落
せ
る
も
の
あ
り
、
土
蔵
倒
壊
一
、
牛
壊
四
な

り
。
地
震
後
井
水
減
少
す
。

白
演
.
石
燈
箆
、
石
碑
等
の
顛
倒
せ
る
も
の
を
見
や
。

金
ケ
崎
村

笠
師
保
村
盤
津
、
壁
所
々
落
ち
た
る
も
の
あ
り
。
笠
師
、
石
碑
東
に

顛
倒
せ
る
も
の
あ
り
。

中
島
村

瓦
製
造
工
場
(
休
業
中
)
の
壁
所
々
股
落
、
煉
瓦
迭
の
寵
の

破
損
せ
る
部
分
あ
り
、
煉
瓦
活
七
角
、
直
係
四
米
(
基
部
に
て
)
位
の
大

煙
突
の
頭
部
破
損
し
南
|
西

l
北
に
落
下
す
、
南
方
の
も
の
最
も
遠
く
飛

.
散
せ
り
、
被
斤
の
、
一
部
は
想
突
上
に
残
れ
り
、
但
し
此
の
煙
突
に
は
南
側

及
び
北
側
の
面
に
頂
上
よ
り
基
部
迄
縦
に
柏
古
い
割
目
あ
り
た
り
。

西
岸
村
小
牧
、
石
碑
東
に
顛
倒
せ
る
も
の
あ
り
。
外
土
臓
の
壁
一
部

分
股
落
せ
る
も
の
あ
り
。

鳳
至
郡
穴
水
町
曾
隔
、
石
碑
等
倒
れ
た
る
も
の
た
し
。
穴
水
、
土
裁

の
壁
に
鍾
裂
.
一
部
分
股
落
せ
る
も
の
あ
り
。
ウ
イ
ン
ド
ウ
硝
子
破
損
せ

る
所
あ
り
、
棚
の
物
落
ち
、
植
木
鉢
等
顛
倒
す
。
石
碑
等
倒
れ
た
る
も
の

を
見
守
。
(
以
上
海
技
千
調
査
〉

南
大
谷
村
人
家
石
垣
の
僅
か
に
崩
れ
た
る
所
一
ケ
所
、
土
蔵
人
家
の

壁
に
鰭
の
認
め
ら
る
L

も
の
三
ケ
所
。

北
大
谷
村
道
路
に
裂
目
の
生
じ
た
所
数
ケ
所
あ
り
し
由
な
る
も
何
れ

も
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
詳
細
認
め
難
し
。

崎
山
及
び
東
湊
村
道
路
の
僅
か
に
崩
れ
た
る
所
諸
所
に
あ
り
。

西
島
村
最
も
被
害
大
た
り
左
せ
ら
れ
し
も
、
字
須
曾
に
於
て

は
土
減
の
壁
一
部
剥
落
せ
る
所
三
棟
、
人
家
傾
斜
せ
る
も
の
二
軒
u

道
路

能
登
島

に
一
子
グ
所
裂
目
を
認
め
ら
れ
た
。
営
時
方
向
不
明
な
る
も
溌
震
前
地
鳴
を

聞
き
た
る
由
な
り
。
宇
治
T

の
浦
に
て
は
防
波
堤
飲
壊
せ
る
所
教
ケ
所
、
新

耕
地
の
護
岸
破
損
せ
る
と
主
比
較
的
多
く
、
土
械
の
壁
は
で
部
分
剥
落
せ

る
も
の
大
部
分
で
あ
っ
た
。
道
路
の
「
ヒ
マ
」
は
叫
ケ
所
認
め
ら
れ
た
U

牧
場
吏
員
の
談
に
依
れ
ば
穫
震
前
端
・
鳴
ル
一
聞
く
も
方
向
不
明
U
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-
戸
(
最
深
十
四
間
位
と
の
地
に
て
は
と
れ
以
上
は
岩
盤
に
で
掘
撃
不
能
の
七
同
に
白
過
ぎ
や
何
れ
も
微
賜
た
も
の
で
あ
っ
た
。

由
)
は
全
部
濁
っ
た
が
箆
い
手
掘
井
戸
は
異
常
た
か
っ
た
由
、
又
戸
障
子
と
の
飴
震
の
各
務
現
朕
況
を
見
る
に
、
各
同
失
の
護
震
時
主
本
震
之
の

外
れ
た
る
家
多
く
鴨
居
墜
ち
た
る
家
一
軒
あ
り
。
字
通
り
に
が
、
て
は
新
耕
時
刻
差
は
同
失
の
増
加
す
る
に
従
っ
て
針
数
的
に
増
加
す
る
と
と
左
厨
の

地
の
護
岸
南
面
せ
る
も
の
一
部
飲
潰
す
。
地
裂
の
中
最
も
大
た
る
も
の
は

大
杉
崎
埋
立
地
の
も
の
に
し
て
幅
の
最
大
五
寸
長
さ
四
十
間
小
さ
い
も
の

・
無
数
に
あ
り
護
岸
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
二
十
糎
沈
下
せ
り
。
(
窮
民
参
照
〉
之

に
次
ぐ
も
の
は
和
倉
埋
立
地
の
も
の
に
し
て
長
さ
三
十
問
、
幅
コ
一
寸
、
共

他
は
石
崎
七
尾
沿
岸
等
何
れ
も
長
さ
数
問
位
に
し
て
幅
一
寸
以
内
た
り
。

崖
崩
れ
の
最
大
た
る
も
の
は
石
崎
の
東
側
の
も
の
に
し
て
約
百
坪
ー
と
推

定
さ
る
。
(
以
上
中
岡
技
手
調
査
)

附
記
営
所
に
於
て
観
測
さ
れ
た
る
飴
震
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
弐
の

如
く
で
あ
る
Q
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